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話 題T  O  P  I  C  S

インターネットへ 

フィルムレスサーバー 

フォトプリンタ 

画像編集 

　　及び依頼票登録 

昇華型カラープリンター ミクロ顕微鏡 モノクロ外観 

CCDカメラ デジタルカメラ 

カラー外観 
走査型電子顕微鏡(SEM)

X線マイクロアナライザー 
（EPMA） 

上位ネットワークへ 

SEM

画像 
Ｄ／Ｂ 

ローカルネットワーク 「石油採掘のはなし」
そろそろ梅雨も明け暑い夏が到来しますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

冷房と冷たい飲み物が欲しくなるこの季節、気温の上昇に伴いエネルギーの消費量も増大します。
そこで今号は、主要なエネルギー源“石油”をテーマに取り上げてみました。

“フィルムレス・システム” 
 をご紹介します 

はじめに1

油井の掘削 2

石油回収率は50％未満 3

おわりに4

【図2】石油の生産（汲み上げ装置による石油の回収） 出典：「石油開発のしおり」石油鉱業連盟 

【図1】ロータリー・ドリリング法
出典：「石油開発のしおり」石油鉱業連盟 

 
 
　　調査・解析サンプルの外観写真、顕微鏡
写真など各種の画像データを従来のポラロイド、
ネガ・フィルム（銀塩フィルム）に代えて
CCDカメラ、デジタル・カメラを入力装置と
してデジタル化した画像データとして取り込み、
データの編集、解析、保管および記録、そし
て報告書として印刷出力する事が出来るオ
ンラインデジタル画像処理システムです。
（図１参照） 
　“フィルムレス・システム”の導入により
従来の写真の現像、焼き付け作業がなくなり、
かつ撮影した写真のネガフィルムの整理・保
管などの業務が不要となり作業の迅速化が図
れます。 
　特に、140万画素クラス以上の解像度を持
つCCDカメラでの画像データ取り込み、出力
プリンターとしてレーザー露光熱現像転写方
式の採用により、銀塩写真に匹敵する高画質
の金属組織写真を撮ることが可能となりました。 
 
 
 
　　研究・開発・試験分析サンプルの外観写
真、ミクロ写真、マクロ写真、走査型電子顕
微鏡（ＳＥＭ）、Ｘ線マイクロアナライザー
（ＥＰＭＡ）の撮影に適し、特に、高画質
なデジタル画像のニーズ、処理業務の迅
速化に対して非常に効果的です。

　　SMTの研究・開発・試験分析支援ツール
としてのフィルムレス・システムは、ネット
ワーク化による総合的な試験管理システムが
構築可能で、特に、焦点深度の深い、かつ高
感度のCCDカメラを採用することで高画質
な画像処理を実現しています。 
　また、試験分析の作業現場での使用経験に
基づき、作業者の使い勝手を重視して操作
プログラムを作成していますので、画質調整、
自動印刷機能などコストパフォーマンスに
優れています。 

1．開発・試験作業・顧客対応の迅速化 

　デジタル処理による自動撮影、自動印刷、
かつ再撮影の回避 

2．写真フィルムなど消耗品費用の削減 

3．事務・作業工数の軽減 

　写真貼り作業、フィルムの整理、保管スペ
ース、データ検索性などの問題解消 

4． デジタル化によるデータの定量化、共有化 

　目視などの官能検査によるデータ解析から
数値化判定へ、保存画質が劣化せず繰り返
し活用 

5．試験・分析作業の標準化・平滑化・省力化 

　作業負荷のピーク調整により平均リードタ
イム短縮 

「フィルムレス・システム」 
とは何ですか？ Q

A

A

効果的な用途は？ Q

A

どの様な特徴がありますか？ Q システム導入の効果は？ Q

デジタル画像解析ソフトウェアを開発・リリース 

　弊社は石油関連の各資機材の性能試験、開発試験、
事故解析等で多くの実績を有するとともに、その製
造や委託による開発、油井管のフィールドでの検査
取り扱い等のサービスを行っています。

　地下深く埋もれている石油はどのようにし
て採掘されているのでしょうか。
　今回は最近の掘削についてご紹介します。

　石油を生産する井戸（油井という）の掘削
は、バウムクーヘンのように何層にも重なっ
た地層に細い針金を押し入れる事に例えられ
ています。この針金に相当するのが油井管

（OCTG）と言われる鋼管です。掘削はダイ
ヤモンドの歯のついたカッター（ビッド）を
鋼管（ドリルパイプ）の先端に取り付け、回
転させて掘進するロータリー・ドリリング法
が主流です。
　１９３０年頃迄は垂直掘進しかできませんで
したが、複雑な地層を突き抜けて深い油層に
上手く到達できるかは全く運任せでした。現
在では狙った油層に到達出来るようなセンサ
ー装置が開発され、掘進方向はほぼ自在に制
御出来るようになってきました。この結果、
垂直掘進深さは最深で１万メートルに達する
油井もあります。
　最近は、単に垂直に掘進するのではなく、
数千メートル程度垂直に掘進し、さらに３千
メートル近くを水平に掘進する水平掘進が多
くなり、１本当たりの油井からの生産効率は
大きく向上してきています。
　このようにして掘削された抗井の壁が崩れ
るのを防止するためにケーシング（φ１３９．７～
φ４０６．０㎜）と呼ばれる鋼管が抗井径に合わ
せて３重、４重に挿入され、抗壁との間にセ
メントを充填して坑内に固定されます。この
ケーシングの中に油やガスの生産流体を通す
ためにチュービング（φ７３．０～φ８８．９㎜程度）
と呼ばれる鋼管が挿入され油井は完成します。
これらの鋼管はいずれも、１本の長さが１０
メートル程で、ねじ継手で継ぎ足されて、所
定の深さまで降下されます。油層の圧力が高

かったり腐食性の高い油井では、気密性を高
めた特殊ねじ継手や、耐食性に優れた特殊合
金製の油井管（例えばニッケルベースの合金）
が使用されています。

　掘削された抗井は油層やガス層の圧力が高
い初期段階では、自噴で石油を回収出来ますが、
圧力が下がってくると自噴しなくなります。
このためポンプで汲み上げますが、それでも
井戸には６０％も未回収で残るそうです。最
近では、この老朽油田に水やガスを圧入する
活性化が盛んに行われ、回収率は１０～１５％
程度向上してきたと言われております。

　近年、極地や深海底など過酷な条件や、腐
食性の高い油井環境での油田開発が必要にな
ってきています。限りある資源は大切にして
いきたいものです。

　弊社は、“フィルムレス・システム”で培ったデ
ジタル画像処理技術に基づき、各種解析・編集ツ
ールとしてパッケージ・ソフトを提供しております。 
　この度、画像編集ソフト「フォト工房」および「粒
子解析」ソフトに加え、コストパフォーマンスに優れ
た「黒鉛球状化測定システム」（図１、２参照）をリ
リース致しました。このシステムは、最新JIS規格
に準拠した黒鉛球状化率の迅速な自動測定、かつ
自動編集による報告書を作成することが出来ます。 
　また、特徴として、測定法のパラメータ選択（面
積比、真円度、円さ度から選択）が出来、かつ、
平均粒径、粒度分布およびパーライト面積率の測
定も可能です。 
　尚、計測ソフトウェアおよびパソコン、カメラ、
プリンターなど、付帯ハードの一括お見積もりも
させて頂きますので、お気軽にご相談、お問い合
わせ下さい。 

研究・開発・試験分析業務の迅速化支援ツール 

【図１】黒鉛球状率自動計測システムの概念図 

【図１】フィルムレス・システムの概念図 

【図２】黒鉛球状化率測定画面の一例 

“黒鉛球状化率”測定ソフトウェア 
インストール 

● 

和歌山事業部　技術営業部　成田　  

TEL：0734-51-2407

FAX：0734-54-2145
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測定結果の出力 

印刷 

デジタル・カメラ 

プリンター 

光学顕微鏡 

CCDカメラ 

Note/Desktop型 
コンピュータ 

レポート 

パッケージ・ソフトにはお試し版を用意。 
弊社ホームページよりダウンロード可能です。 

URL:www.smt-kashima.com

Q&A　または　TOPICS　欄についてのお問い合わせ先 ： 鹿島事業部　技術部　縄竹雅久　TEL：0299-84-2557　FAX：0299-84-2566　Eメールアドレス: nawatake-msh@aw.sumikin.co.jp

ガス層 

石油層 

●お問合せはこちら

https://www.nstec.nipponsteel.com/contact2/



